
防災とまちづくり講演会
入場無料

開催日／平成21年 22月1919日（木）13:00～15:00（受付開始12:30～）

会 場／セラッミクパークMINO 1階 イベントホール

－土砂災害から暮らしを守る砂防事業－

■主催：多治見砂防国道事務所
■共催：多治見市
■後援：東濃砂防協議会、木曽南部直轄砂防推進協議会、木曽南部土砂防災ネットワーク議員連盟（予定）

山際まで迫る市街地山際まで迫る市街地（（笠原川笠原川流域）流域）

昭和昭和3232年年88月月災害災害 （土岐川流域）（土岐川流域）

禿げ山の様子 （昭和20年代） グリーンベルﾄ活動 （笠原中学校）

近年、地球温暖化による集中豪雨、巨大地震など、全国各地で大規模な自然災害が発生しています。
２１世紀は災害の世紀とも言われる中、全国の土砂災害の発生状況や国家レベルの危機管理、地域に
おける防災への取り組みや里山の保全など防災関係者の一層の理解の促進と市民が自助・共助を行う
際の参考となるよう、講演会を開催します。

開催にあたって



案内図

問い合わせ先
国土交通省 中部地方整備局 多治見砂防国道事務所 砂防調査課 鈴木、栗木
〒５０７－０８０４ 岐阜県多治見市坂上町６－３４
TEL：（０５７２）２５－８０２４ FAX：（０５７２）２５－１０３８

プログラム

開会

基調講演
「砂防がめざすもの」

・国土交通省 砂防部長 中野 泰雄

講演①
「多治見市における防災とまちづくりの取り組み」

・多治見市企画部情報防災課 主査 水野 康次郎

講演②
「森林の役割と里山の保全再生（土岐川グリーンベルトの取り組み）」

・岐阜県森林組合連合会森林調査部 技術顧問 中島 義雄

閉会


